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摘要：積雪寒冷地北海道において，北海道らしい「緑」を効果的

に演出していくための造園植栽材料の選定指針の策定を試みた。

良好な生育が見込まれ，かつ修景機能を効果的に発揮することが

できる造園植栽材料を選定するために，自然・植栽分布や植栽実

績などの情報から植栽可能な対象種を整理し，それらを土着性，

本来的な生育地の植生タイプや土壌立地，見どころなどに着目し

て造園植栽材料を分類し，シートに整理し選定の指針とした。 

キーワード：積雪寒冷地，修景緑化，北海道らしさ，植栽材料，

選定指針 

 

 

1．はじめに 

 積雪寒冷地北海道において，北国の風土を反映するような

北海道らしい「緑」を効果的に演出していくには，特に修景

機能の発揮に留意した造園植栽材料の選定が必要と考えられ

る。造園植栽材料の選定に当たっては，「緑」の自然資源に

恵まれた場所に固有な植物景観に留意しつつ，利用空間ごと

に意図される景観イメージにふさわしい造園植栽材料を，そ

の見どころ発揮の時期を勘案して，的確に選択することが重

要と考えられる。 

本報告は，国営滝野すずらん丘陵公園を事例として，当地

にふさわしい，北国の風土を反映するような修景効果の高い

「緑」の空間を創り出していくための，造園植栽材料の選定

指針の作成を試みたものである。 

2．本指針の適用範囲 

 緑化のための造園植栽材料の選定要件としては，①対象地

の環境要因のもとで良好な生育の見込まれる植物種（環境適

性種），②目的とされる植栽機能発揮のための材料として適

合する植物種（合目的種），③対象地における施工条件のも

とでの植栽施工の可能な植物種（施工可能種），④植栽機能

発揮のために必要な維持管理可能な植物種（管理可能種），

⑤必要な品質，規格の材料の調達可能な植物種（調達可能種）

などが考えられる。 

 本選定指針は，上記の選定要件の内，①で示した「対象地

の環境要因のもとで良好な生育の見込まれる植物種」を対象

として，②の目的とされる植栽機能の中でも，修景機能を発

揮させるために一定の候補種を抽出するものである。本選定

指針に従って植栽材料を選定していくと，良好な生育が見込

まれ，目的とする修景機能を効果的に発揮しうる植物種の種

群が抽出される。植栽設計等で具体的に植栽材料を選定する

際には，これらの候補種の中から，求められる環境保全機能

などの他の機能との関連や，植栽材料の調達条件・維持管理

条件などとの関連をも十分に考慮した上での材料選定が期待

されるところである。 

 また，本指針は，道央にある国営滝野すずらん丘陵公園の

適用を前提に作成したものであるが，対象とした造園植栽材

料の植栽可能性については北海道全域を視野に入れて検討し

ている。しかし，より厳密に見れば，道央や道南では適用可

能であるが，道北や道東では樹種により扱いに注意が必要で

あり，地域性系統種などを使用するなどの配慮も必要と考え

られる。 

3．植栽可能な造園植栽材料の抽出 

 検討に当たり，対象とする造園植栽材料を扱いの便宜上か

ら，生活型により常緑針葉高木，落葉針葉高木，落葉広葉高

木，常緑針葉中低木，常緑広葉中低木，落葉広葉中低木，つ

る性植物，多年草，1・2年草に区分した。 

生育可能性の判断については，既存資料 1-11)より道内の植

物種の生育に関する情報を抽出し，それに基づき行った。具

体的には，対象地のある場所，札幌市，道央地域，北海道地

方といったレベルの情報を対象とし，天然分布に係わる情報，

植栽分布に係わる情報，生育実績に係わる情報，生育適性に

係わる情報などをもとに判断を行った。生育可能性の区分は， 
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表-1 造園植物材料の生育の可能性についての判断基準 

道北・道東以北

道北・道東以北

道北・道東以北
で生育実績あり

道央以北での
生育適性あり

道央・道南地域

道央・道南地域
で生育実績あり

道央での生育
はやや適性あ

り
道南での生育
は適性・やや適

性あり

道央・道南地域

道内に分布する
が北限は不明

生活
型

①対象地での良好
な生育の可能性の
高い種

②対象地での生育
の可能性はありそ
うだが利用に際し
ては植栽試験等に
よる生育確認の望
まれる種

道央での生育
適性は不明

道内の特定の場
所植栽記録はあ
るが生育状況は
確認不明

判定
生育可能性についての判断基準

天然分布の北限 植栽分布の北限 生育実績 生育適性

③対象地での生育
の可能性はありそ
うだが利用に際し
てはより詳細な情
報を入手しその上
で一定の可能性が
見込めれば植栽
試験等による生育
確認の望まれる種

④対象地での生育
の可能性は低く利
用に際しては③と
同様の対応が必
要な種

道内での生育
実績あり

①対象地での良好
な生育の可能性の
高い種

草
本
植
物

木
本
植
物
・
つ
る
植
物

本州以南
北関東地方か
ら道央地域の

間不明（外国種含
む）

北関東以北の
本州での生育
実績はあり

道央での生育
適性は不明

 

 

 

①対象地での良好な生育の可能性の高い種，②対象地での生

育の可能性はありそうだが利用に際しては植栽試験等により

生育確認が望まれる種，③対象地での生育の可能性はありそ

うだが利用に際してはより詳細な情報を入手しその上で一定

の可能性が見込めれば植栽試験等による生育確認が望まれる

種，④対象地での生育の可能性は低く利用に際しては③と同

様の対応が必要となる種，の 4段階とした。この 4段階の判

断基準は表-1に示すとおりである。 

この結果抽出された植物は，合計 706種である。この中で，

天然分布及び植栽分布に係わる情報としては道内の地域情報

があったため対象地よりも北まで分布していれば生育の可能

性は高いと判断できる。ただし，一般的に，草本植物につい

ては，種子や地下茎等で越冬するため，冬の寒さによる分布

の制限は木本植物ほど受けず，道内のいずれかの場所におけ

る分布情報が得られれば，対象地での生育の可能性は高いと

判断した。 

4．造園植栽材料の選定の基本的な考え方と特性による分類 

 対象地において北国の風土を反映するような北海道らしい

「緑」を効果的に演出していく上で，対象地の固有の景観を

構成する歴史的な結びつきの観点から以下の 3点に留意した

造園植栽材料の選定が重要と考え，その 3点に対応する選定

指標を設定した。それぞれの選定指標に対して 3で抽出した

植栽可能な造園植栽材料の特性を分類し選定のための区分と

した。 

 第 1点は，対象地に固有な植物景観を保持し，場の景観を

特徴づけている植物群落の種組成を乱すことのないような計

画的な地割区分のもとに，各植物種についての対象地におけ

る歴史的な結びつきの関係に留意して造園植栽材料を選ぶこ

とである。これに対しては，「種の土着性」を選定指標とし

て，以下のように植栽材料の性格を分類した。 

 ａ．土着種（在来種） 

 ｂ．準土着種（国内外来種） 

 ｃ．外国種（国外外来種） 

 ｄ．園芸種 

 第 2点は，対象地の利用空間ごとの意図する景観イメージ

に対して，それにふさわしい植生や植栽のタイプを想定し，

各植物種について本来的な生育地に留意して造園植栽材料を

選ぶことである。これに対しては，植物種の本来的な生育地

の「植生タイプ」と「土壌立地」を選定指標として，以下の

ように植栽材料の性格を分類した。 

＜植生タイプ＞ 

 ａ．樹林構成種 

  イ．照葉林の構成種 

  ロ．夏緑林の構成種 

  ハ．夏緑林の二次林の構成種 

  ニ．針葉林の構成種 

 ｂ．林縁構成種 

  ホ．マント群落の構成種 

  ヘ．森林先駆種 

  ト．ソデ群落の構成種 

 ｃ．草地構成種 

  チ．草原の構成種 

  リ．荒原（河原，岩上，岩隙など）の構成種 

  ヌ．都市等の空地（人為的影響の強い人工池）の構成種 

＜土壌立地＞ 

 ａ．極湿な土壌水分条件に生育できる種 

ｂ．湿潤な土壌水分条件に生育できる種 

 ｃ．適潤な土壌水分条件に生育できる種 

 ｄ．乾な土壌水分条件に生育できる種 

 ｅ．極乾な土壌水分条件に生育できる種 

 第 3点は，対象地の利用活動時期に対応して，各季節ごと

に「緑」の効果的な演出が図られるような計画的な年間の演

出プログラムを決め，各植物種について季節ごとの見どころ

発揮の可能性に留意して造園植栽材料を選ぶことである。こ

れに対しては，「植物の見どころとその季節変化」を選定指

標として，以下のように植栽材料の性格を分類した。 

ａ．花の美しい種（月別に区分） 

ｂ．実の美しい種（月別に区分） 

ｃ．変わった色の葉や幹，変わった形態を持つ種 

上記による分類結果は，図-1 に示す構成に従って 34 枚の

材料分類シートに整理した。各ページに掲載している選定指

標の内容は表-2に示すとおりである。 

材料分類シートは，緑化対象空間の目標とする場の景観タ

※ 本稿の著作権は日本緑化工学会に帰属します。転載には著作権者の許可が必要となります。



イプに対応させて，土着種分類シート，準土着種分類シート

と外国手・園芸種分類シートの三つに分けて作成した。対象

とした種は，3における生育可能性の①から④の判定の中で，

④の対象地で生育の可能性の低い種はシートから除外した。

各シートは，生活型のシートと見どころのシートに分けて示

した。ただし，園芸種の木本種は，図-1の中で生活型と見ど

ころだけを生かした構成とした。また，外国種・園芸種の草

本類は，図-1の中で植生タイプの分類を除いた構成とした。 

 

図-1 材料分類シートの構成 

 

 

表-2 材料分類シートの掲載ページの割付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．造園植栽材料の選定指針 

5.1 緑化対象空間の修景目標の想定 

 対象地において具体的な造園植栽材料を選定するに当たっ

ては，緑化対象空間の修景目標を手がかりとして，選定要件

である目標とする場の景観タイプや植生・植栽タイプを想定

し，植物種の土着性及び本来的な生育地の植生タイプや土壌

立地を想定することとなる。その想定は具体的な場を対象と

するが，対象地において北海道らしい景観を創る上では，固

有な植物景観を保持し，その景観を特徴づけている植物群落

の種組成を乱すことのないような計画的な地割区分を行うこ

とが重要である。 

 上記の地割区分の方法として図-2 のモデル図に示すよう

に，自然景観区，半自然景観区，人工景観区の 3つに分けた。

それぞれの景観区における目標とする植生・植栽タイプの国

営滝野すずらん丘陵公園での例を図-3に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 目標とする場の景観タイプから見た地割り区分モデル 

 

5.2 選定指針 

 具体的な造園植栽材料の選定は，以下の 3段階の手順に従

って使用する材料を絞り込む。 

①図-4に示した緑化対象空間の目標とする場の景観タイプ，

植生・植栽タイプ，演出の内容を確認して，それぞれに対

応する選定指標及び生活型を抽出する。 

②抽出した選定指標に該当する植物種が載っている材料分類

シートのページを表-2 の材料分類シートの掲載ページ一

覧表より捜す。 

③確認した選定指標に該当する種群を②で捜した材料分類シ

ートより抽出する。 

 

生活型 見どころ 生活型 見どころ 生活型 見どころ 生活型 見どころ 生活型 見どころ

照葉林

夏緑林

夏緑二次林

針葉林

マント群落

森林先駆群落

ソデ群落
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植生タイプ
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P.12
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下：地割区分の概念
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図-3 3つの景観区において目標とする植生・植栽タイプの例 

 

6．おわりに 

 本報告は，「北海道開発局（1984・1986 年）積雪寒冷地

における植栽技術調査報告書」の成果作成の際に指針を整理

したものである。検討した時期は 1985年で 30年ほど前にな

るが，造園植栽材料の扱いを在来種や外来種などで使い分け

ていることや，北海道の自然植生や代償植生などの郷土に固

有の景観を意識し，違和感なく馴染むようにすることを重視

した選定指針となっており，現在でも十分に利用できるもの

と考えられる。 

 指針の中では，半自然景観区での造園植栽材料の選定対象

を土着種から外国種まで幅広く設定しているため，選定に際

しては混乱を招く可能性がある。実際の選定に際しては目標

とする植生・植栽タイプを想定し，それに沿って造園植栽材

料を選定することで混乱は回避できると考えられる。 

 今後は，自然分布や植栽分布，見どころなどの新たな情報

をもとに整理し直すことにより現在の状況に合った指針とす

ることができると考えられる。 

 

図-4 造園植栽材料の選定指標の抽出モデル 
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②緑化対象空間の目標とす
る植生・植栽タイプ 

植物種の本来的な生
育地の植生タイプ 

 目標とする植生・

植栽タイプが群

落の場合は、そ

の植物群落を目
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合は、どのような
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③緑化対象空間の目標とする
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 花 

実 

変った色の葉・幹，変った形態 

花の美しい種（月別に区分） 
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